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本事業の目的 

本事業は、スポーツ参画人口の拡大に向けて、Sport in Life コンソーシアム加盟団体が

連携・協働して実施する取組を後押しするとともに、先進事例を形成することにより、全国

各地にスポーツ参画人口の拡大に向けた取組を展開するためのモデルを創出することを目

的に実施したものである。 

長柄町では、町内にある日本有数のスポーツ・健康施設であるリソルの森をその中核施設

として、国の地方創生事業である CCRC(Continuing Care Retirement Community：生涯

活躍のまち、アクティブシニア向けの健康コミュニティづくり)に取組んでいる。リソルの

森を有する弊社はこれまで長柄町や千葉大学と連携して産官学連携のかたちで CCRC 構想

に取組み、千葉大学予防医学センター・近藤克則教授の監修による健康寿命を延伸し豊かな

人生を実現させることを目的とした「ウェルネスエイジクラブ」を 2017 年 4 月から本格的

にスタートさせた。運動だけでなく人との交流が健康改善に寄与するというエビデンスに

基づき、健康寿命を延ばすために重要な３つの予防(疾病予防・体力低下予防・認知症予防)

を意識しながら、運動と食生活のサポート、社会参加や学びの場の提供を通じて、心身両面

の健康の維持・推進を図り、「ずっと健康なままでいたい」という願いをサポートしてきた。 

また、新型コロナウイルス感染症対策の一環として都心を離れた地方圏のリゾート地な

どで仕事を行う、ワークとバケーションを合わせた「ワーケーション」が新たな働き方とし

て注目を集めている。当社では敷地内にあるホテル「トリニティ書斎」や 7 月に新オープン

した「グランヴォ―スパビレッジ」において各種設備等を整備することにより、自然に囲ま

れたより広いスペースにおいてワーケーションが体験できるようになったところである。 

このようななかで、千葉大学との共同開発で、歩きたくなるまちづくりのためのサインと

ＱＲコードなどＩＣＴを活用した健康プログラム「ウェルネストラック」を 2020 年から設

置、10 月から運用を開始した。 

本事業はこの「ウェルネストラック」を活用し、リソルの森の居住者などの地域住民、コ

ロナ禍でニーズが高まっているワーケーション滞在者など多様な対象者に向けて、プロコ

ーチによる各レベルに合った正しいウォーキングレッスンなどのプログラムを提供し、産

官学連携による幅広い層のスポーツ実施者のスポーツ実施者の増加とその機会の向上を図

るものである。 
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１．本事業の実施概要 

（１）本事業のターゲット 

本事業のターゲットは３つに大別される。「①CCRC、リソルの森利用者、近隣住民」、「②

ワーケーション利用者などのビジネスパーソン」「③地域の小中高生」である。 

①については、実証フィールドであるリソルの森に居住および一時滞在している 60～70

代のアクティブシニアの夫婦、さらにはリソルの森の周辺地域である長柄町全体・茂原市・

千葉市・市原市などの近隣住民をターゲットとした。 

②については、ワーケーションでの利用や研修などで一時的に「リソルの森」に滞在する

都心在住の 30～50 代のビジネスパーソン、また千葉県内で働いているビジネスパーソン・

経営者をターゲットとした。 

③については、町内の長柄小学校・日吉小学校、長柄中学校の児童生徒をはじめとして、

近隣の小中高生をターゲットとした。 
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（２）ターゲットのスポーツ実施の阻害要因、促進要因（事業実施前の仮説） 

【60～70 代のシニア層のスポーツ実施を妨げている要因】 

令和元年度「スポーツの実施状況等に関する世論調査」 

(https://www.mext.go.jp/sports/content/20200507-spt_kensport01-0000070034_8.pdf 

)によると本事業で主なターゲットとしている 60～70 代のシニア層のスポーツ実施率は他

世代に比べ高く、60 代の 16.9％、70 代の 22.6％が週に 5 日以上の運動・スポーツを実施

している。だが一方で、60 代の 38％、70 代の 26.7％が週に 1 日以上の運動を行っていな

い。 

この数値は、①高齢化水準で世界一の超高齢化国となること、②人口の高齢化が 2025 年

の時点では世界一になること、③高齢化のスピードが極めて速いこと、の 3 点を特徴とす

る日本の高齢化社会の現状を考慮すると看過できず、運動・スポーツの機会向上を図る必要

がある。また鹿児島大学の研究によれば、主観的健康観の低さと転倒の発生率との間に相関

があることが指摘されている。なかには正しい歩き方や身体の使い方などの基本的な知識

がないまま運動しており、その結果として、ケガや故障に至り、スポーツを続ける機会の減

少、スポーツ実施の中断、さらには運動機会の減少につながるといった悪循環に陥っている

可能性が考えられる。 

 

【30～50 代のビジネスパーソンのスポーツ実施を妨げている要因】 

図 1 のとおり、30～50 代の運動の実施率は男女ともに他の世代と比べて低い。その理

由として、令和元年度「スポーツの実施状況等に関する世論調査」

(https://www.mext.go.jp/sports/content/20200507-spt_kensport01-0000070034_8.pdf )で

は、その多くが「仕事や家事が忙しいから」がトップ、「面倒くさいから」が 2 位となっ

ており(30 代女性のみ「子どもに手がかかるから」が 2 位)、これらが 20 代から 50 代の現

役世代のビジネスパーソンのスポーツ実施を阻害する要因となっている。 

また、コロナ禍における緊急事態宣言の発令で在宅勤務・リモートワークが推奨されるよ

うになったが、このような働き方は以前より肩こり・眼精疲労・腰痛・ストレスなどの主観

的な悪影響が指摘されており、さらに外出自粛により毎日の運動量の減少という直接的な

影響も出てくるようになったため、これまで以上に運動・スポーツの機会向上を図る必要が

ある。 

 

【地域の小中高生のスポーツ実施を妨げている要因】※ 

笹川スポーツ財団「子ども・青少年のスポーツライフデータ 2019」によると、小中高生

のスポーツ実施率・実施頻度は、年齢が上がるにつれ低くなっている。子どものスポーツ実

施を阻害する要因の例として、スポーツ庁の「スポーツ施策に関わる課題の整理」では「学

校体育嫌い」「三間(空間・時間・仲間)の減少」があげられている。ベネッセが小中学生がい

る家庭 2,617 世帯に対して行ったアンケートでも、「体育の授業は好きですか？」という質

問に対して、全学年において 2～3 割が「やや嫌い」「とても嫌い」と答え、その割合はおお

https://www.mext.go.jp/sports/content/20200507-spt_kensport01-0000070034_8.pdf
https://www.mext.go.jp/sports/content/20200507-spt_kensport01-0000070034_8.pdf
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むね学年が上がるにつれて増加する傾向にある。また、制服メーカーのカンコ―が中学生・

高校生男女 5,000 人に対しておこなったアンケートでも、同様の結果が見られ、男子よりも

女子のほうが体育の授業を嫌う傾向がみられる。 

 また今年度は、新型コロナウイルス感染症予防による休校措置の後も、体育の授業や休み

時間などの運動も縮小あるいは制限されてきたことで、運動不足による体力の低下が見受

けられる。さらにはそれによるストレスが要因と思われるが、学校や家庭でフラストレーシ

ョンが溜まり、いわゆる「キレる」子どもの増加や家庭内暴力などの悪影響も懸念されるた

め、運動・スポーツの機会向上を図る必要がある。 

※地域の小中学生をターゲットとした事業を行う予定であったが、新型コロナウイルス感

染症拡大防止の観点から実施を中止した。 
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（３）本事業で期待される効果 

【60～70 代のシニア層への期待される効果】 

上記のターゲットにおける本事業の目的は、60～70 代のシニア層のスポーツ実施意欲の

向上を図ることである。先述した通り、シニア層の運動実施の阻害要因として、正しい知識

がないまま運動・スポーツを行い、ケガや故障の原因となり、運動・スポーツから離れてし

まうことがあげられる。そのため、プロコーチのセミナーを行い、姿勢・柔軟・体幹・歩行

など運動の基礎的な部分に関して正しい知識を身につけてもらい、それに基づいた運動実

施を促す。そしてセミナーのおよそ 2 か月後に、復習とステップアップを目的とした２度

目のセミナー(実際に行う予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡大防止につき、オ

ンラインでの映像配信となった)実施を行い、追跡調査を行うことで、運動頻度の増加、健

康意識の改善の検証を行う。 

健康や運動に関する正しい知識に基づいた運動実施を促す活動により、スポーツ実施頻

度が週 1 回以上の割合が事前調査では 80％のところを 85％まで増加させる。また運動実

施率が上がることで、主観的健康度・痛みの度合いなどの健康状態の改善も期待できる。 

 

図表１：60～70 代のシニア層への期待される効果 

 

【30～50 代のビジネスパーソンへの期待される効果】 

上記のターゲットにおける本事業の目的は、30～50 代のビジネスパーソンの運動・スポ

ーツ実施意欲の向上を図ることである。先述した通り、ビジネスパーソンの運動実施の阻害

要因として、多忙および運動意識の低下が最大の要因としてあげられる。そのため、プロコ

ーチのセミナーを行い、健康の重要性の再認識・多忙な中での隙間時間を使った運動の実践

指導を行い、運動の実施を促す。さらには、定期的な運動の実施によって、健康状態の改善

も図る。そしてセミナーのおよそ 2 か月後に、復習とステップアップを目的とした２度目
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のセミナー(実際に行う予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡大防止につき、オン

ラインでの映像配信となった)実施を行い、追跡調査を行うことで、運動頻度の増加、健康

意識の改善の検証を行う。 

仕事の隙間時間を有効活用した運動の実践方法の習得を促す活動により、スポーツ実施

頻度が週 1 回以上の割合が事前調査では 43％のところを 70％まで増加させる。また運動

実施率が上がることで、幸福度・痛みの度合いなどの健康状態の改善も期待できる。              

 

図表２：30～50 代のビジネスパーソンへの期待される効果 

 

【地域の小中高生への期待される効果】※ 

 上記のターゲットにおける本事業の目的は、小中高生のスポーツ実施率の向上を図るこ

とである。先述した通り、小中高生の運動実施の阻害要因として「学校体育嫌い」「三間(時

間・空間・仲間)の減少」があげられる。本事業では、学校の体育の授業について変革を促

すことは難しいが、「体育嫌い」の原因を指摘した東京学芸大学の高木の研究によると、体

育嫌いな児童・生徒をつくらないためには、全員が運動の楽しさや魅力に触れることができ、

結果よりも過程を大切にした指導・評価を工夫すべきである、としている。 

 そのため、子ども向けに「スイッチマン体操」という体操を YouTube で配信している実

績もある青山プロコーチのセミナーを行い、運動の楽しさや魅力、スポーツをおこなうこと

の重要性を理解させ、スポーツ機会の増加を図る。 

※地域の小中学生をターゲットとした事業を行う予定であったが、新型コロナウイルス感

染症拡大防止の観点から実施を中止した。 

 

 

 



7 

 

図表３：地域の小中高生への期待される効果 
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２．本事業の実施内容 

（１）事業の実施概要 

【60～70 代のシニア層を対象とした事業】 

 シニア層のスポーツの継続的な実施を阻害している要因は「正しい歩行・身体の使い方に

関する知識が乏しいまま運動をすることによるケガ・故障の発生」である。この要因を解決

するためには、シニアが健康やスポーツ、歩行や身体の動かし方についての正しい知識を身

につけ、身につけた知識をもとに運動の実践を行うことが必要不可欠である。 

 具体的な事業の実施内容は以下の通りである。 

 

事業 S-① 健康体感”体幹”ウォーキングセミナー 

 豊富な指導経験と確かな知識を持つプロコーチによる正しい歩行・身体の動かし方を学

ぶセミナーをリソルの森で行う。シニア層がずっと健康で、運動やスポーツを継続できるよ

うに、セミナーは「姿勢」「柔軟」「体幹」「歩行」の 4 つを効率よく学び、普段の生活でも

活かせるようにしていく。本事業は 10 月に 1 度目のセミナーを実施し(S-①-1)、復習とス

テップアップの意味合いで 1 月に再度内容を変更してセミナーを実施(S-①-2)する。 

 

事業 S-② 「ウェルネストラック」体験会 

 「ウェルネストラック」は、リソルの森と千葉大学が連携して開発したアクティビティで

ある。距離や傾斜による身体活動負荷、身体活動量が一覧できるプロファイルを設け、これ

らを掲示した視認性の高いサインを「リソルの森」内に設置し、その時々の体調、気分、時

間、天気、気候などに合わせた好みのトラック(コース)を選択して好みのペースでウォーキ

ングが可能となるアクティビティである。事業 S-①のセミナーを行った後に、上述したウ

ェルネストラックの体験会を行うことで、運動や健康に関する正しい知識を身につけたう

えで、正しい知識に基づいた運動実践の機会を提供する 

サインには QR コードがあり、特別なアプリケーションをインストールしなくても、誰で

もスタンプラリー形式でウォーキングを楽しむことができる。そのため、レッスンを受けた

参加者が、リソルの森に訪れた際に自分の好きなタイミングで、日常的にスタンプラリー感

覚でウォーキングを楽しむことができる。このようなツールを用いて楽しく運動量を増や

す機会を提供することで、参加者の運動頻度の増加・健康状態の改善を図る。 

 

事業 S-③ トップアスリートによるオリンピック・パラリンピックマインドの醸成 

 日本有数のスポーツ施設であるリソルの森では、これまでオリンピックや各種世界選手

権などの際の事前キャンプ地などとして数多くのトップアスリートが利用している。その

ような関係もあり、現在弊社では、北京・ロンドン・リオデジャネイロの 3 大会連続でオリ

ンピック代表となり、現在も2020東京オリンピック代表入りを目指すトライアスロン選手、

上田藍(うえだ あい)選手 と一昨年の日本トライアスロン選手権で 2 位に入りワールドカ

ップでも入賞するなど将来の活躍が期待されている岸本新菜(きしもと にいな)選手の 2 名
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とスポンサーシップ契約を結び、トップアスリートとしての活動をサポートしている。今回

の事業においては、上記の 2 人にこれまでの試合の経験談や 2021 年のオリンピックを目指

す意気込みなどについての講演会を実施することで、プログラム参加者のモチベーション

アップを図り、スポーツ実施意欲の向上につなげていく。 

 

【30～50 代のビジネスパーソンを対象とした事業】 

 30～50 代のビジネスパーソンのスポーツ実施を妨げている要因は「仕事や育児による多

忙」「運動実施意欲の低さ」である。この要因を解決するには、運動・スポーツが与える好

影響を認識し、スポーツ実施率を高めること、また多忙な中でも隙間時間等を利用して行う

ことのできる運動を提案することが必要不可欠である。 

 具体的な事業の実施内容は以下の通り。 

 

事業 B-①判断力・決断力・思考力を上げる健康経営セミナー 

 スポーツ庁の資料である「スポーツ参画人口拡大を通じて国民の健康増進を図る官民連

携プロジェクトビジネスパーソン向け国民運動」 

(https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/shingi/001_index/bunkabukai002/attach/__icsFi

les/afieldfile/2017/12/07/05_1.pdf 

)では、「みんなが体を動かす健康な国」を目指して方策を提示している。そこでは、サッカ

ー・野球・ランニング・ゴルフ・バスケットボール等の人それぞれの好みによって異なる、

本格的な運動やアクティビティをおこなう「土台」として、運動のきっかけとなる誰でも参

加できる持続可能な活動を重要視している。そして、忙しいビジネスパーソンが新たに始め

なくていい、ハードルの低い運動であり、さらなる上積みが期待できる運動として、「歩く」

運動を土台となる活動として挙げている。 

 この考えに基づき、ビジネスパーソンに向けても正しい姿勢・柔軟・体幹・歩行の方法を

レクチャーし、それぞれの運動・スポーツの「土台作り」を行う。また、ビジネスパーソン

は多忙であり、デスクワークにより肩こり等の健康被害があることも予想されるため、隙間

時間を活用したエクササイズの指導も行う。本事業は 10 月に 1 度目のセミナーを実施(B-

①-1)し、復習とステップアップの意味合いで 1 月に再度内容を変更してセミナーを実施(B-

①-2)する。 

 

事業 B-②「ウェルネストラック」体験会 

 ウェルネストラックの概要、基本事項に関しては、60～70 代のシニア層に向けた事業の

S-②と同様のため割愛する。ビジネスパーソンをターゲットとした事業の特質として、ビジ

ネスパーソンの中には、ワーケーションなどでリソルの森を訪れる人もいる。彼らのワーケ

ーション時間の使い方のひとつとして「ウェルネストラック」の利用を提案する。 

 

 

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/shingi/001_index/bunkabukai002/attach/__icsFiles/afieldfile/2017/12/07/05_1.pdf
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/shingi/001_index/bunkabukai002/attach/__icsFiles/afieldfile/2017/12/07/05_1.pdf
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（２）事業の実施結果 

【60～70 代のシニア層をターゲットとした事業】 

事業 S-① 健康体感”体幹”ウォーキングセミナー 

 

図表４：事業 S-① 健康体感”体幹”ウォーキングセミナーの概要 

名称 健康体感”体幹”ウォーキングセミナー 

開催日時 2020 年 10 月 22 日(木) 

開催場所 リソルの森 メディカルトレーニングセンター２F スタジオ 

リソルの森 屋外全天候型トラック 

アジェンダ 9:45 メディカルトレーニングセンターフロントにて受付 

10:00（１）セミナーの趣旨、アンケート協力等の事前説明 

10:10（２）青山剛プロコーチによるセミナー開始 

10:55（３）ウェルネストラック体験会(事業 B-②) 

11:25 アンケート記入 

11:45 セミナー終了 

参加者概要 60～70 代男女 22 名 

2020 年 10 月 22 日、感染対策に万全の注意をはらったうえでプロフェッショナルコーチ

の青山剛氏による、シニア層向けの「健康体感“体幹”ウォーキングセミナー」を実施した。

セミナーは、正しい姿勢の作り方、健康に必要な最低限の柔軟性の身につけ方、歩行の仕方

などを実際にアクティビティをしたり、お互いにチェックを行ったりすることで体感しな

がら学んだ。その後、屋外の全天候型トラックに移動し、効率的な歩き方の実践を行った。 

 

図表５：事業 S-① 健康体感”体幹”ウォーキングセミナー実施の様子 
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また、参加者の属性は下記図表の通り。 

図表６より、参加者数は計 22 名で、平均年齢は 70 歳で、70 代が 11 名、60 代が 8 名、無

回答が 3 名であった。図表７より、参加者 22 名のうち、男性 9 名、女性 11 名、無回答 2

名であった。 

 

 

10 月 22 日のセミナーでは、終了時に現在の身体状況・運動習慣・運動状況等を尋ねるア

ンケートをおこない、参加した 22 人全員が回答した。 

アンケート結果より、セミナー参加者の健康への関心は非常に高く（図表８）、運動の実

施頻度週１回以上の人の割合が約 80%と、参加者の多くが定期的な運動習慣があった。（図

表９） 

 

 2021 年 1 月 11 日(月・祝)に再度セミナーをおこない、内容のさらなる定着を図り、運動

の実施頻度・健康に対する関心などについて追跡調査を行う予定であった。しかし、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大およびそれに伴う緊急事態宣言が千葉県含む一都三県に発令さ

れたため、集合しての実施を見送り、青山プロコーチのセミナーを録画し、それを参加者に

60代, 8

名

70代, 

11名

無回答, 

3名

男性, 11

名

女性, 9

名

無回答, 

3名

図表７：参加者の性別 図表６：参加者の年代 

非常に

関心が

ある, 6

名

関心が

ある, 

15名

毎日, 3

名

しばし

ば, 6名

ときど

き, 8名

たまに, 

2名

全くな

い, 2名

図表９：運動の実施頻度 図表８：健康に対する関心 



12 

 

視聴いただくことで２回目のセミナーの代わりとし、その後にアンケート回収も実施した。 

 

図表１０：青山剛プロコーチによる姿勢・柔軟・体幹・歩行セミナーの概要 

名称 青山剛プロコーチによる姿勢・柔軟・体幹・歩行セミナー 

提供期間/回数 2021 年 1 月 11 日に録画・収録、2021 年 1 月 14 日発送 

提供方法 録画した映像を DVD にダビングし、前回参加者に郵送 

参加者概要 前回 10 月 22 日の事業に参加したシニア 22 名 

効果検証方法 スポーツ実施意欲、スポーツ実施の習慣化についてアンケート調査を

実施。参加者 22 名に対して、16 名から回答を聴取。 

 

図表１１：青山プロコーチの映像 

 

 

図表１２：セミナー内容 

 前回のキーワードのおさらい 

 正しい姿勢を身につける 

 健康に必要な柔軟ストレッチ 

 体幹を使えるようにする 

 歩行のフォームとスピード 
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事業 S-② 「ウェルネストラック」体験会 

 2020 年 10 月 22 日、事業 S-①「健康体感”体幹”ウォーキングセミナー」ののち、リソル

の森で「ウェルネストラック体験会」をおこなった。プロコーチによるセミナーによって正

しい姿勢・歩き方を学んだ後、それを実践する場として、千葉大学とリソルの森が共同開発

したウェルネストラックを体験してもらった。 

 また、2020 年 10 月 25 日(日)から、12 月 20 日(日)までの毎週日曜日にリソルの森を訪

れた人、リソルの森の宿泊者を対象に、弊社スタッフのレクチャーにより「ウェルネストラ

ック」の体験会を行った。10月から 11月は毎週 4～5名程度の参加があったが、12月は全

国的にコロナウイルスの感染が拡大したこともあり、参加を控える傾向が強くなった結果、

1名のみの参加となった。プロコーチによるセミナーの内容を参考に「ウェルネストラック」

を散策し、腕の振りのリズムや歩幅でのペース調節などを取り入れ、日常の歩行との違いを

体感してもらうことで日頃の運動習慣改善の動機づけを行った。参加者からは「姿勢を意識

して歩くだけで汗をかくようになった。」「腕の振りを大きくしたら肩が楽になった。」など

効果に対する声や「普段も意識して歩くようにしたい。」などの感想をいただいた。 

 

事業 S-③ トップアスリートによるオリンピック・パラリンピックマインドの醸成 

 2020 年 12 月 19 日、リソルの森がスポンサー契約をしているトライアスリート 2 名、上

田藍選手・岸本新菜選手と、青山剛プロコーチを招き、「生涯健康で走りぬくためにオリン

ピアンから学ぶランニングの極意」と題したトークショーを行う予定であった。しかし、新

型コロナウイルス感染症が拡大傾向にあり、高齢の参加者を集めるリスクが大きいと判断

したため、集合してのイベントとしては実施せず、同日に録画・収録を行い、DVD にダビ

ングし配布をおこなった。 

 

図表１３：トップアスリートによるトークショーの概要 

名称 生涯健康で走りぬくためにオリンピアンから学ぶランニングの極意 

提供期間/回数 2020 年 12 月 19 日に録画・収録、2021 年 1 月 14 日発送 

提供方法 録画した映像を DVD にダビングし、前回参加者に郵送 

参加者概要 前回１０月２２日の事業に参加したシニア 22 名 

効果検証方法 スポーツ実施意欲、スポーツ実施の習慣化についてアンケート調査を

実施した。 

参加者 22 名に対して、16 名から回答を聴取。 
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図表１４：トークショー配信の様子 
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【30～50 代のビジネスパーソン向けの事業】 

事業 B-① 判断力・決断力・思考力を上げる健康経営セミナー 

 

図表１５：事業 B-① 判断力・決断力・思考力を上げる健康経営セミナーの概要 

名称 判断力・決断力・思考力を上げる健康経営セミナー 

開催日時 2020 年 10 月 22 日(木) 

開催場所 リソルの森 メディカルトレーニングセンター2F スタジオ 

リソルの森 屋外の全天候型トラック 

アジェンダ 13:45  メディカルトレーニングセンターフロントにて受付  

14:00  (1) セミナーの趣旨、アンケート協力等の事前説明 

14:10 (2)青山剛 氏セミナー開始  

15:10  (3)ウェルネストラック体験会(事業 B-②) 

15:40  アンケート記入  

16:00 青山剛 氏セミナー終了 

参加者概要 近隣のビジネスパーソン、経営者など 23 名 

  

2020年 10月 22日にプロフェッショナルコーチ青山剛氏によるビジネスパーソン向けセ

ミナー「判断力・決断力・思考力を上げる健康経営セミナー」を実施した。セミナーは、正

しい姿勢、健康に必要な最低限の柔軟性の身につけ方、体幹の鍛え方、オフィスワーク時の

隙間時間にも実践できるストレッチ、歩行の仕方などを、実際にアクティビティなどを行う

ことで体感しながら学んだ。その後、屋外の全天候型トラック移動し、効率的な歩き方の実

践を行った。 

 

図表１６：判断力・決断力・思考力を上げる健康経営セミナーの様子 
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また、参加者の属性は以下の通り。 

参加者数は 23 名で、男性が 15 名、女性が 8 名であった。（図表１７） 

参加者の平均年齢は 54 歳で、20 代が 4 名、30 代が 3 名、40 代が 6 名、50 代が 6 名、60

代が 4 名参加した。（図表１８） 

 

 

10 月 22 日のセミナーでは、終了時に現在の身体状況・運動習慣・運動状況等を尋ねるア

ンケートをおこない、参加した 23 人全員が回答した。 

アンケート結果より、参加者の内健康に関心のある人の割合は約 78%と、シニアの 100%

と比べて低い（図表１９）。運動の実施頻度についても、週 1 回以上の運動をしている人の

割合は約 43%とシニアの約 80%より低く、定期的な運動習慣のある参加者が少ないことが

わかる。（図表２０） 

 

図表２０：運動の実施頻度 

  

ときど

き(週1

～2

回), 

10

たまに

(月1～2

回), 9

名

全くな

い, 4

男性, 15

名

女性, 8

名

図表１７：参加者の性別 

20代, 4

名

30代, 3

名

40代, 6

名

50代, 6

名

60代, 4

名

図表１８：参加者の年代 

非常に

関心が

ある, 3

名

関心が

ある, 

15名

関心が

ない, 5

名

図表１９：健康に対する関心 
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2021 年 1 月 11 日(月・祝)に再度セミナーをおこない、内容のさらなる定着を図り、運動

の実施頻度・健康に対する関心などについて追跡調査を行う予定であった。しかし、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大およびそれに伴う緊急事態宣言が千葉県含む一都三県に発令さ

れたため、実施を見送り、青山プロコーチのセミナーを録画し、参加者に配信をおこなった。 

 

図表２１：青山剛プロコーチによる姿勢・柔軟・体幹・歩行セミナーの概要 

名称 青山剛プロコーチによる姿勢・柔軟・体幹・歩行セミナー 

提供期間/回数 2021 年 1 月 11 日に録画・収録、2021 年 1 月 12 日発送 

提供方法 録画した映像を YouTube で非公開投稿をし、前回参加者にメールに

て送付。google form によるアンケートへの回答依頼をおこなった。 

参加者概要 前回の事業に参加したビジネスパーソン 23 名 

効果検証方法 スポーツ実施意欲、スポーツ実施の習慣化についてアンケート調査を

実施した。参加者 23 名に対して、17 名から回答を聴取。 

 

図表２２：青山プロコーチの映像 

 

 

事業 B-② 「ウェルネストラック」体験会 

 2020 年 10 月 22 日、事業 B-①「健康体感”体幹”ウォーキングセミナー」ののち、リソル

の森で「ウェルネストラック体験会」をおこなった。プロコーチによるセミナーによって正

しい姿勢・歩き方を学んだ後、それを実践する場として、千葉大学とリソルの森が共同開発

したウェルネストラックを体験してもらった。 
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 また、2020 年 10 月 25 日(日)から、12 月 20 日(日)までの毎週日曜日にリソルの森を訪

れた人、リソルの森の宿泊者を対象に、「ウェルネストラック」の体験会を行った。この内

容については 13 頁にて先述のとおり。 

 

事業 B-③ トップアスリートによるオリンピック・パラリンピックマインドの醸成 

 2020 年 12 月 19 日、リソルの森がスポンサー契約をしているトライアスリート 2 名、上

田藍選手・岸本新菜選手と、青山剛プロコーチを招き、「生涯健康で走りぬくためにオリン

ピアンから学ぶランニングの極意」と題したトークショーを行う予定であった。しかし、新

型コロナウイルス感染症が拡大傾向にあり、参加者を集めるリスクが大きいと判断したた

め、集合してのイベントとしては実施せず、同日に録画・収録を行い、YouTube に掲載して

QR コードを配布した。 

オリンピック・パラリンピックマインドの醸成、スポーツ実施意欲の向上を図り、シニア

層への配信内容と同じ内容をビジネスパーソンに向けても配信した。録画・収録した映像の

詳細は図表２３の通り。 

 

図表２３：トップアスリートによるトークショーの概要 

名称 生涯健康で走りぬくためにオリンピアンから学ぶランニングの極意 

提供期間/回数 2020 年 12 月 19 日に録画・収録、2021 年 1 月 12 日配信 

提供方法 録画した映像を YouTube にて非公開投稿した。 

参加者概要 前回１０月２２日の事業に参加したビジネスパーソン 23 名 

効果検証方法 スポーツ実施意欲、スポーツ実施の習慣化についてアンケート調査を

実施した。参加者 23 名に対して、21 名から回答を聴取。 

 

図表２４：トークショー配信の様子 
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３．本事業の実施体制 

（１）本事業の実施体制 

本事業の実施体制は下記の通り。 

 

図表２５：実施体制 

実証フィールド リソルの森(千葉県長生郡長柄町上野 521-4) 

代表団体 リソルの森株式会社* 

構成団体 長柄町役場* 

千葉大学コミュニティ・イノベーションオフィス 

千葉大学予防医学センター 

株式会社ミライノラボ* 

構成団体以外の

参画団体 

該当なし 

※ 「*」は Sport in Life コンソーシアム加盟団体 

 

 

（２）本事業の実施スキーム 

本事業における代表団体、構成団体の役割は下記の通りである。 

60～70 代のシニア層をターゲットとした事業 B-①「健康体感”体幹”ウォーキングセミ

ナー」および 30 代から 50 代のビジネスパーソンをターゲットとした事業 B-①「判断力・

決断力・思考力を上げる健康経営セミナー」は、代表団体リソルの森株式会社が中心となっ

て、セミナーが行われるリソルの森メディカルトレーニングセンターの提供を行い、リソル

の森のウェルネスエイジクラブの会員などに呼び掛けて参加者の募集および連絡をおこな

った。構成団体である長柄町役場は、参加者募集の補助をおこなった。株式会社ミライノラ

ボが青山剛プロコーチとの日程・内容の調整を行い、1 月に行った青山プロコーチのレッス

ンの撮影・映像編集も行った。効果測定に用いたアンケートは、千葉大学予防医学センター・

千葉大学コミュニティ・イノベーションオフィス・株式会社ミライノラボが連携して作成し、

アンケートの集計は株式会社ミライノラボ、分析は千葉大学予防医学センターが行った。 

60～70 代のシニア層、および 30 代から 50 代のビジネスパーソンをターゲットとした事

業 S-②,B-②「「ウェルネストラック」体験会」は、リソルの森株式会社が、千葉大学予防医

学センター、千葉大学コミュニティ・イノベーションオフィスと連携して開発した「ウェル

ネストラック」を利用して、リソルの森において体験会を行った。 

60～70 代のシニア層、およびを 30 代から 50 代のビジネスパーソンターゲットとした事

業 S-③、B-③「トップアスリートによるオリンピック・パラリンピックマインドの醸成」

は、代表団体リソルの森株式会社が中心となって、講演会が行われるリソルの森を提供し、

参加者の募集・連絡、トップアスリートとの日程・内容の調整を行った。構成団体である長

柄町役場は町内での広報紙「広報ながら」を用いた宣伝など、参加者募集の補助を行った。
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株式会社ミライノラボは、講演会の撮影・映像編集を行った。 

 

図表２６：本事業の実施スキーム 

  



21 

 

４．事業の実施効果（スポーツ実施頻度、実施意欲の改善効果） 

（１）効果検証方法 

【60～70 代のシニア層への実施効果】 

60～70 代のシニア層に対して実施した事業の効果を検証するために、下記のような考え

方で事前、事後、追跡調査を行い、スポーツへの取組意欲向上、及び習慣化に関する効果検

証を実施した。期待される効果と検証方法は図表２７の通り。 

 

図表２７：60～70 代のシニア層への期待される効果と検証方法 

期待される効果 検証方法 

運動・スポーツに対する正

しい知識の獲得および正し

い知識に基づいた運動実践 

全プログラム提供後の 1 月にアンケート調査を実施す

る。 

運動頻度の上昇 10 月の第 1 回の青山プロコーチのセミナー（事業 S-①

-1）およびウェルネストラック体験会(事業 S-②)の提供

後に初回調査アンケートを行い、上の項目と同様のア

ンケートで事後調査を行った。「運動実施頻度」「歩行時

間」について、初回調査と事後調査との間で比較分析を

行い、運動実施頻度の変化を測定する。 

健康状態の改善 10 月の第 1 回の青山プロコーチのセミナー（事業 S-①

-1）およびウェルネストラック体験会(事業 S-②)の提供

後に初回調査アンケートを行い、上の項目と同様のア

ンケートで事後調査を行った。「主観的健康感」「痛みや

不快感の有無」について、初回調査と事後調査との間で

比較分析を行い、健康状態の変化を測定する。 
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【30～50 代のビジネスパーソンへの実施効果】 

60～70 代のシニア層に対して実施した事業の効果を検証するために、下記のような考え

方で事前、事後、追跡調査を行い、スポーツへの取組意欲向上、及び習慣化に関する効果検

証を実施した。期待される効果と検証方法は図表２８の通り。 

 

図表２８：30～50 代のビジネスパーソンへの期待される効果と検証方法 

期待される効果 検証方法 

隙間時間を用いた運動実践

状況 

全プログラム提供後の 1 月にアンケート調査を実施す

る。 

運動頻度の上昇 10 月の第 1 回の青山プロコーチのセミナー（事業 B-①

-1）およびウェルネストラック体験会(事業 B-②)の提供

後に初回調査アンケートを行い、上の項目と同様のア

ンケートで事後調査を行った。「運動実施頻度」「歩行時

間」について、初回調査と事後調査との間で比較分析を

行い、運動実施頻度の変化を測定する。 

健康状態の改善 10 月の第 1 回の青山プロコーチのセミナー（事業 B-①

-2）およびウェルネストラック体験会(事業 B-②)の提供

後に初回調査アンケートを行い、上の項目と同様のア

ンケートで事後調査を行った。「主観的健康感」「痛みや

不快感の有無」について、初回調査と事後調査との間で

比較分析を行い、健康状態の変化を測定する。 
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（２）効果検証の結果 

【60～70 代のシニア層への実施効果】 

 60～70 代のシニア層に対して期待される効果の検証結果は下記の通りである。 

 

①運動・スポーツに対する正しい知識の獲得および正しい知識に基づいた運動実践 

2 回目のプログラム実施後(事後調査：n=16)にアンケート調査を実施し、プログラムの提

供後における運動・スポーツに対する正しい知識の獲得および正しい知識に基づいた運動

実践状況を測定した。 

 運動・スポーツに対する正しい知識の獲得について、「運動や健康、ご自身の身体状況に

ついて、知識が増えましたか？」という質問に対して、2 名が「そうだ」、10 名が「まあそ

うだ」、4 名が「ややちがう」と回答し、参加者の 75%が本プログラムにより、運動や健康・

自身の身体状況について知識を習得することができたことがわかる。（図表２９） 

 

 

図表２９：運動や体についての知識の習得状況 

 

正しい知識に基づく運動実践について、「健康や運動に関する知識に基づいて運動をす

るようになりましたか？」という質問に対して、5 名が「そうだ」、7 名が「ややそう

だ」、3 名が「ややちがう」、1 名が「ちがう」と回答し、参加者の 75%が本プログラムに

より、運動や健康に関する知識に基づいて運動をするようになったことがわかる。（図表

３０） 

 

 

図表３０：運動や体についての知識に基づいた運動実践状況 
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②運動頻度の上昇 

 1 回目のプログラム提供後すぐ(初回調査：n=22)と 2 回目のプログラム実施後(事後調査：

n=16、追跡調査回答率 72.7％)にアンケート調査を実施し、プログラムの提供前後における

運動の実施頻度を測定した。 

 実施前後で、運動の実施頻度に関する設問について、週一回以上実施していると回答した

割合が 80%から 87％へと増加した。 

 

     

図表３１：運動実施頻度（初回調査）     図表３２：運動実施頻度（事後調査） 

 

歩行時間について、「平均すると 1 日の合計で何分くらい歩きますか？」という問いにつ

いて、1 日 30 分以上歩行している人の割合は、初回調査時では回答者（n=21）の約 76%

（16 名）であったが、事後調査では回答者（n=16）の約 81%（13 名）へと増加した。 

 

      

図表３３：歩行時間（初回調査）      図表３４：歩行時間（事後調査） 
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③健康状態の改善 

 1 回目のプログラム提供後すぐ(初回調査：n=22)と 2 回目のプログラム実施後(事後調査：

n=16、追跡調査回答率 72.7％)にアンケート調査を実施し、プログラムの提供前後における

健康状態（主観的健康感、痛みや不快感）の改善度を測定した。 

「あなたの健康状態はいかがですか？」という問い(主観的健康感)に対して、「とてもよ

い」・「まあよい」と回答した人の割合は、初回調査時では回答者（n=22）の約 86%（19 名）

であったが、事後調査では回答者（n=16）の約 87%（14 名）とほぼ変化はなかった。 

 

 

        

図表３５：主観的健康感（初回調査）  図表３６：主観的健康感（事後調査） 

 

「痛み/不快感はどれにあてはまりますか？」という問いに対して、「痛みや不快感があ

る」（少し・中程度・極度）と回答した人の割合は、初回調査時では回答者（n=22）の約

45%（16 名）であったが、事後調査では回答者（n=16）の約 63%（10 名）とやや増加し

た。 

 

      

図表３７：痛みや不快感（初回調査）   図表３８：痛みや不快感（事後調査） 
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【30～50 代のビジネスパーソン層への実施効果】 

 30～50 代のビジネスパーソン層に対して期待される効果の検証結果は下記の通り。 

 

①隙間時間を利用した運動実践状況 

2 回目のプログラム実施後(事後調査：n=17)にアンケート調査を実施し、プログラムの提

供後における隙間時間を活用した運動実践状況を測定した。 

 隙間時間を利用した運動実践について、「仕事の隙間時間などを有効活用したストレッチ

や運動の機会は増えましたか？」という質問に対して、「そうだ」・「まあそうだ」と回答し

た人の割合は、回答者（n=17）の約 82%（14 名）であった。 

 

 

図表３９：隙間時間を活用した運動実践状況 

 

②運動頻度の上昇 

 1 回目のプログラム提供後すぐ(初回調査：n=23)と 2 回目のプログラム実施後(事後調査：

n=17、追跡調査回答率 73％)にアンケート調査を実施し、プログラムの提供前後における運

動の実施頻度を測定した。 

運動の実施頻度に関する設問について、週一回以上実施していると回答した割合が 43%

から 76％へと増加した。 

 

    

図表４０：運動実施頻度（初回調査）     図表４１：運動実施頻度（事後調査） 
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 歩行時間について、「平均すると 1 日の合計で何分くらい歩きますか？」という問いにつ

いて、1 日 30 分以上歩行している人の割合は、初回調査時では回答者（n=23）の約 52%

（12 名）であったが、事後調査では回答者（n=17）の約 53%（13 名）と変化はほぼなか

った。 

 

      

図表４２：歩行時間（初回調査）      図表４３：歩行時間（事後調査） 

 

③健康状態の改善 

 1 回目のプログラム提供後すぐ(初回調査：n=23)と 2 回目のプログラム実施後(事後調査：

n=17、追跡調査回答率 73.9％)にアンケート調査を実施し、プログラムの提供前後における

健康状態（主観的健康感、痛みや不快感）の改善度を測定した。 

「あなたの健康状態はいかがですか？」という問い(主観的健康感)に対して、「とてもよ

い」・「まあよい」と回答した人の割合は、初回調査時では回答者（n=23）の約 91%（21 名）

であったが、事後調査では回答者（n=17）の約 76%（13 名）と減少した。「とてもよい」

と回答した人の割合についてみると、初回調査時では回答者（n=23）の約 21%（5 名）で

あったことに対し、事後調査では回答者（n=17）の約 41%（7 名）と増加している。 

 

        

図表４４：主観的健康感（初回調査）   図表４５：主観的健康感（事後調査） 
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「痛み/不快感はどれにあてはまりますか？」という問いに対しては、「痛みや不快感が

ある」（少し・中程度・極度）と回答した人の割合は、初回調査時では回答者（n=23）の

約 65%（15 名）であったが、事後調査では回答者（n=17）の約 71%（12 名）と増加し

た。 

       

図表４６：痛みや不快感（初回調査）    図表４７：痛みや不快感（事後調査） 
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５．スポーツ実施改善の要因の分析（阻害要因や促進要因の仮説検証） 

【60～70 歳のシニア層におけるスポーツ実施改善の要因の分析】 

シニア層のスポーツ実施の阻害要因について検証、分析を実施した。 

事業実施後に週 1 回以上運動実施していると回答した 14 名のうち、57.1％にあたる 8 名が

その理由を「セミナーで正しい運動方法を教わったから」と回答し、最も多い結果となった。 

他の運動実施頻度増加の要因としては、「家事・育児が忙しくなくなったから」「場所や施設

ができたから」「運動が好きになったから」「特に理由はない」(1 名、6％)などをあげる参加

者もいた。健康や運動に関する正しい知識に基づいた運動方法を知り、それに基づいて運

動することがシニアのスポーツ実施につながってくることが示唆された。 

 

 

図表４８： 実施頻度が増加した最大の理由（シニア） 

 

  

セミナーで

正しい運

動方法を

教わった

から, 8

家事・育児が

忙しくなくなっ

たから, 1

場所や施設

ができたから, 

1

運動が好

きになった

から, 1

特に理由は

ない, 1

その他, 1

未回答, 1

57.1％

N=14



30 

 

【30～50 歳のビジネスパーソンにおけるスポーツ実施改善の要因の分析】 

ビジネスパーソンのスポーツ実施の阻害要因について検証、分析を実施した。 

 事業実施後に週 1 回以上運動実施していると回答した 13 名のうち、84.6％にあたる 11

名がその理由を「セミナーで正しい運動方法を教わったから」と回答し、最も多い結果とな

った。 

仕事の隙間時間を有効活用した正しい運動方法を知り、それに基づいて運動することがビ

ジネスパーソンのスポーツ実施につながってくることが示唆された。 

 

 

図表４９： 実施頻度が増加した最大の理由（ビジネスパーソン） 
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６．今後の事業展開予定 

（１）事業継続や横展開に向けたポイント、課題 

事業の継続には、日常的に運動をおこなっていない人たちに対して、楽しく、無理のない

範囲で参加を促す工夫（ノウハウ）が求められる。本事業で実施した「健康体感”体幹”ウ

ォーキングセミナー」のように参加者のモチベーションを高めるような無理のない運動の

方法とコーチングのノウハウ、そのための企画力といった総合的なノウハウが必要である。 

 しかし、そのような能力を備えたプロコーチを恒常的に誘致するには資金的・時間的な限

界があることから、本事業で実施した内容をもとに、プロコーチの指導を受けながら、自社

のリソースを活かした人材育成に取組まなくてはならない。弊社ではこれまで日常的に運

動をおこなっていない人たちを対象にしたレッスン開発はおこなっていなかったため、そ

の人材育成の仕組みを作りたいと考えている。 

 また、弊社のグループ会社が推進するリソルの森 CCRC（高齢者向け継続介護付きコミ

ュニティ）の計画において、本事業で得られたノウハウを活用し、高齢者が日常的な運動機

会を増やせるようにプログラム開発をおこない、サービスの一環として提供していきたい

と考えている。 

 また、その波及効果を狙うには地元自治体のほか、周辺自治体、他の事業者との横展開も

必要となる。現状ではそのようなプラットフォームが無いことや、それぞれの自治体・事業

者での思惑も異なるため、まずは互いに Sport in Life という目標を掲げていることを認識

し、緩やかな連携を継続していきたい。 

 新型コロナの影響によって実施できなかった小中高生に対する体験会については、共同

事業体である長柄町が東京オリンピック・ロシアフェンシングチームのホストタウンとな

っていることからも、来年度のできるだけ早い時期に、自主事業として学校等で実施したい

と考えている。 

 

（２）次年度以降の事業継続、横展開の計画 

コロナ後に再開を予定しているメディカルトレーニングセンター（MTC）会員に対して、

ウェルネストラック体験会を定期的に実施する予定である。また、千葉大学予防医学センタ

ー近藤克則教授監修の「ウェルネスエイジクラブ」を再開し、会員向けプログラムの一環に

組み込む予定である。ウェルネスエイジクラブは将来的に弊社グループの計画する CCRC

会員向けのサービスにもなることから、弊社グループにおける事業の継続的な開発・発展が

期待される。 

 また、会員以外の地域住民、ビジネスパーソン、子どもたちなどに対しては、「リソルの

森」のイベントとして講演会・体験会を積極的に開催し、長柄町とも連携することで横展開

を図っていきたいと考えている。ホテル・ワーケーション利用者に対するインセンティブと

して、ウェルネストラックに実装しているスタンプラリー機能を用いたウォーキング体験

会とそこでのアンケート取得の方法についても検討課題であると考えている。 
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（３）今後の事業展開に向けて期待される sport in Life プロジェクトにおける取組 

今年度は新型コロナの影響により他の採択事業者との交流機会が無かったが、事業者の互

いのノウハウを共有することで新たな事業展開の可能性が考えられるため、何かしらの交

流プラットフォームがあると望ましいと思われた。 

 また、スポーツ庁には、Sport in Life コンソーシアムのネットワークをうまく活用でき

る方法と、本事業を横展開していくための他の事業者や周辺自治体の紹介・連携のサポート

を頂けると幸いである。 
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７．終わりに 

 新型コロナウイルスの感染拡大が続く中の事業となり、中間報告後のスケジュール変更

を余儀なくされたが、1 回目のセミナーで参加者へ適切な運動方法を伝え、参加者の生活習

慣にスポーツを取り入れるきっかけづくりができたと考えている。これも青山プロコーチ

とオリンピアン両名からのメッセージの賜物であり、指導者の質により参加者の行動変容

に繋がることがわかった。2 回目のセミナーを開催することができれば、さらに参加者のス

ポーツ実践機会を増加させることができたのではないかと推測できる。 

今回 2 回目のセミナー開催ができなかったのは前述の通り、新型コロナウイルスの感染

拡大が主要因である。2 回目の緊急事態宣言により「不要不急の外出は控えてほしい」とい

った政府からの発出もあり、コロナの影響で年末より極力外出はせず、巣ごもりとなる参加

者も多かったと聞いていたので、急遽 2 回目のセミナーは開催の様子を DVD に録画するこ

ととし、参加者宅へ発送することとした。また YouTube での閲覧ができる環境を整えたこ

とも、視聴しやすかったと好評であった。このように臨機応変に参加者へ運動機会の提供を

行ったことが、参加者のモチベーション下降を防ぐこととなり、また運動実施率の向上につ

なげることができたと考えている。 

今後、施設に来場するお客様へ、運動機会を増やすセミナーなどを引き続き実施する予定

であるが、セミナーに参加を促すだけでは多くの参加者が運動を生活習慣に取り入れ、長期

間続けていくことは難しいと考える。運動を継続的に実践させるためには、体力測定や体組

成計を使用し自身の身体データを「見える化」し、体調を含めた身体の衰えを自覚する機会

を設けること、また運動を疎かにすることが健康を害することを、弊社と提携しているクリ

ニックの医師がレクチャーするなど、今回のセミナーの取り組みの他、様々な方法で運動継

続へのきっかけづくりを増やしていきたい。また運動実践が爽快感を与え、身体へ与える好

影響があることも認識されているので、合わせて指導内容に織り交ぜ体験していただくこ

とも考えていく。 
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参考資料 アンケート調査票・分析結果詳細 

１．アンケート調査票 

・初回調査 質問紙(ビジネスパーソン・シニア共通) 
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・追跡調査 質問紙(ビジネスパーソン)



39 

 



40 

 



41 

 

 

 

 

 



42 

 

・追跡調査 質問紙(シニア) 

 



43 

 

 

 



44 

 

 



45 

 

 

 

 

 



46 

 

２．分析結果詳細 
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